社会福祉法人ラポール事務委任規則
（目的）

第１条　この規則は、理事長の権限に属する事務の委任について必要な事項を定めるもの

とする。

（施設の長に対する委任事項）

第2条 別表に掲げる理事長の権限に属する事務を施設の長に委任する。

（権限委任の留保）

第3条 理事長は、この規則に定める委任事項であっても、必要がある場合には、当該事務を自ら行うことができる。
（重要委任事項の処理）

第4条 受任者は、この規則に定める委任事項であっても、次の各号の一に該当する場合は、理事長の指示を受けなければならない。

（1） 事案の内容が特に重要であると認められるとき

（2） 取扱上異例に属し、又は先例になると認められるとき

（3） 疑義若しくは重大な紛議があるとき、又は処理の結果、重大な紛争を生じる

　　おそれがあると認められるとき

（委任事項に関する報告）

第5条 受任者は、処理した委任事務のうち、特に理事長において了知しておく必要があると認められるものについては、適宜その内容を整理して理事長に報告しなければならない。

　　　　附　　則

　　この規則は、平成　　年　　月　　日から施行する。

別表

施設の長に対する委任事項

	1 施設経営に関する

事務

2　契約に関する事務

3　経理に関する事務
	（１）支援費等の請求、受領及び精算報告に関する事務。

（２）施設職員の事務分掌に関すること。

（３）施設職員の休暇、欠勤その他服務に関すること。

（４）施設職員の旅行（施設の長及び県外の旅行を除く。）及び

その復命に関すること。

（５）施設職員に時間外勤務、休日勤務、夜間勤務、宿日直勤務を命ずること。

（６）施設職員の扶養、住居及び通勤手当の認定に関すること。

（１）1件100万円以下の物品購入及び工事請負契約に関すること。

（１）1件100万円以内の収入、支出に関すること。

（２）職員等の給与支払に関すること。


